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「
ご
み
減
量
大
作
戦　
～
紙
ご
み
減

量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
と
し
て
、
平
成

23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
３
年
間
、

可
燃
ご
み
量
の
削
減
を
大
き
な
目
標
に

掲
げ
、
そ
の
中
で
も
特
に
資
源
と
な
る

紙
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
３
年
目
と
な
る
平
成
25
年
度
は
、
基

準
年
で
あ
る
平
成
21
年
度
に
対
し
、
約

３
３
０
ｔ
の
可
燃
ご
み
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
台
風
18
号
に
よ

る
影
響
な
ど
も
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
始
し
た
１
年
目
、
２
年
目
と
比
べ

る
と
、
削
減
量
は
少
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
に
ご
協
力
を

▼年度別可燃ごみ搬入量

基  準

プロジェクト取り組み期間

１, ０００kg
未満切り捨て

   ３年間で延べ

    １, ４１６ｔ

     減量しました

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　　
紙
ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平

成
25
年
度
を
も
っ
て
一
区
切
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ご
み
焼
却
炉
の

長
寿
命
化
や
ご
み
処
理
経
費
の
削
減
は

依
然
と
し
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と      減量

か
ら
、「
ご
み
減
量
大
作
戦
事
業
」
と

し
て
、
本
年
度
も
紙
ご
み
減
量
を
は
じ

め
可
燃
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
、
広
報

活
動
な
ど
で
周
知
徹
底
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

ご
み
減
量
大
作
戦

  

～
紙
ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

３３０t
５６１t５２５t

削減量
削減量削減量

個人情報保護制度・情報公開制度の利用状況

　情報公開制度は、皆さんの「知る権利」を保障する
ため、皆さんの請求により、市が持っている情報を公
開、提供する制度です。
　情報公開によって、市民の皆さんの市政への参加を
進め、より身近で開かれた市政を目指しています。
　なお、情報公開では、市が保有する情報はすべて公
開することが原則ですが、個人の情報や公共の利益を
守るために、例外的に公開できない情報もあります。

情報公開制度
生活相談課　 （25）8125

実施機関
請
求
件
数

不
服
申
立

公

開

部
分
公
開

非
公
開

取
下
げ

う
ち
不
存
在

議　会 ２ １ １ ０ ０ ０ ０
市　長 41 21 12 ７ ５ １ １

教育委員会 ２ １ １ ０ ０ ０ ０
監査委員 １ １ ０ ０ ０ ０ ０
消防長 ５ ３ １ １ １ ０ ０

▼平成 25 年度中　公文書の公開 （件）

　個人情報保護制度は、市が保有している
個人に関する情報を保護し、適正に取り扱
うためのルールを定めたものです。
　市が保有している自分に関する情報を知
りたい時には、この情報の開示を請求する
ことができます。また、その情報について、
内容が異なるときは、訂正または削除の請
求をすることができます。

個人情報保護制度

実施
機関

請
求
件
数

開
示

部
分
開
示

非
開
示

訂
正

削
除

う
ち
不
存
在

市長 ８ １ ３ ４ ４ ０ ０

▼平成 25 年度中　個人情報の開示 （件）

福

井

正

明

多
様
な
価
値
観
が
輝
く

高
島
市
に

　

先
頃
、「
リ
ケ
ジ
ョ
」
と
い
う

言
葉
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
理

工
系
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
を
指

す
「
理
系
女
子
」
の
略
語
だ
そ
う

で
す
。
ま
た
「
ド
ボ
ジ
ョ
」
と
い

う
言
葉
も
目
に
し
ま
す
。こ
れ
は
、

土
木
系
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
の

こ
と
で
、
国
交
省
で
は
、
今
後
５

年
間
で
土
木
系
分
野
で
活
躍
す
る

女
性
を
２
倍
に
増
や
す
計
画
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
急
速
な
少
子
高
齢
化
で
、
労
働

力
人
口
の
維
持
が
大
き
な
課
題
と

な
る
中
、
女
性
の
社
会
参
画
を
推

進
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま

で
女
性
が
少
な
い
と
思
わ
れ
て
い

た
分
野
で
、
女
性
が
男
性
と
共
に

多
様
な
視
点
や
発
想
を
発
揮
す
る

こ
と
で
、
新
し
い
価
値
観
や
サ
ー

ビ
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
に
関
わ
る
管
理

職
に
女
性
を
積
極
登
用
す
る
企
業

も
増
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、４
月
の
人
事
異
動
で
、

参
事
級
以
上
の
女
性
管
理
職
を
昨

年
度
か
ら
19
人
増
や
し
、
管
理
職

に
お
け
る
女
性
の
割
合
を
昨
年
度

よ
り
高
め
て
い
ま
す
。
政
策
形
成

の
場
に
多
様
な
視
点
を
加
え
、
よ

り
充
実
し
た
施
策
を
展
開
し
た
い

と
い
う
ね
ら
い
で
す
。

　
一
方
で
、
女
性
の
社
会
参
画
を

進
め
る
の
は
、
女
性
ば
か
り
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
の
推
進
や
、

青
柳
小
学
校
区
へ
の
学
童
保
育
増

設
な
ど
を
通
じ
て
、
働
く
子
育
て

世
代
を
地
域
ぐ
る
み
で
応
援
す
る

と
と
も
に
、
育
児
や
家
事
に
積
極

的
な
「
イ
ク
メ
ン
」、「
カ
ジ
ダ
ン
」

な
ど
、
男
性
の
ご
活
躍
も
応
援
し

な
が
ら
、皆
が
活
き
活
き
と
働
き
、

輝
け
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今津銃剣道スポーツ少年団が
大活躍 !!
西日本銃剣道選手権大会

春の風車村にぎやかに彩る
しんあさひ風車村さくら祭り

　４月６日（日）に兵庫県立武道館で「第 58 回 
西日本銃剣道選手権大会」が開催され、今津銃剣
道スポーツ少年団が好成績を収められました。

（市民スポーツ課）

　４月 13 日（日）、道の駅しんあさひ風車
村とわらべの森周辺を会場に、「しんあさひ
風車村さくら祭り」が行われました。会場
では団爺 'S の演奏から始まり、アロハガー
ルズによるハワイアンダンスやビームスに
よるポップス演奏などが披露されました。 
　30 を超える店舗が出店した「風車村マルシ
ェ」では、美味しい食べ物や雑貨のお店が立ち
並び、人々の心とおなかを満たしていました。 
　また、「湖岸さくらウォーキング」も行われ、
多くの参加者が２km、３km、４km のコース
に分かれて、湖岸沿いの美しい桜並木の下を歩
きました。
　当日は雲が多く、少し肌寒い天気でしたが、
訪れた人からは祭りを楽しむ声が多くあがり、
春の風車村をにぎやかに彩っていました。

（秘書広報課）

銃剣道（団体戦）
○高校生の部
　　第１位
銃剣道（個人戦）
○高校生の部
　　第１位　平田　秀幸（尽誠学園高１年（今津中出身））
○小学５・６年生の部
　　第１位　吉見　風香（鳥越小６年（今津東小出身））
　　第２位　北出　滉弥（今津東小６年）
　　第３位　松本　亜衣奈（今津北小６年）
○小学３・４年生の部
　　第１位　松本　奈衣瑠（今津北小４年）
　　第３位　坂井　夢空（今津北小３年）
○小学１・２年生の部
　　第３位　中山　結愛（今津東小１年）

ＱＲコードで読み取っていた
だき、リンク先にアクセスす
ると、youtube で動画を見
ることができます。

youtube の視聴は、パケット通信料定額制の加入契約をしていない場合、通信事業者から高額
な料金請求がくる場合がありますのでご注意ください。

短剣道（団体戦）
○高校生の部
　　第３位
短剣道（個人戦）
○ 39 歳以下
　　第１位　平田　秀幸（尽誠学園高１年（今津中出身））
○高校生の部
　　第１位　平田　秀幸（尽誠学園高１年（今津中出身））
　　第３位　小林　翔（尽誠学園高１年（今津中出身））
○小学５・６年生の部
　　第２位　吉見　風香（鳥越小６年（今津東小出身））
　　第３位　北出　滉弥（今津東小６年）
○小学３・４年生の部
　　第１位　松本　奈衣瑠（今津北小４年）
　　第２位　坂井　夢空（今津北小３年）
○小学１・２年生の部
　　第１位　中山　結愛（今津東小１年）　　

（敬称略）

春の風車村にぎやかに彩る

　４月 13 日（日）、道の駅しんあさひ風車
村とわらべの森周辺を会場に、「しんあさひ
風車村さくら祭り」が行われました。会場
では団爺 'S の演奏から始まり、アロハガー
ルズによるハワイアンダンスやビームスに
よるポップス演奏などが披露されました。

　4 月 27 日（日）、安曇川町四津川の
松ノ木内湖の周辺に、約１２０匹のこ
いのぼりが設置されました。
 　松ノ木内湖再生利用推進協議会が、
子どもたちの健やかな成長と松ノ木内
湖の再生を願い、平成 24 年から実施

されています。こいのぼりは、地域住民に呼びかけ
家庭で使われなくなったものを集めたもので、年々
増えています。３年目となる今年は、設置作業に地
元の子ども会や老人会などから約 30 人が参加しま
した。さわやかな晴天の中、子どもたちが、勢いよ
くロープを引くと、色とりどりのこいのぼりが元気
に泳ぎはじめました。（秘書広報課）

　4 月 27 日（日）、高島市民会館で「混
声合唱団コーロ・いまづ」の結成 30
周年記念演奏会が開催されました。
 　オープニング「いざもろともに」を
皮切りに、「琵琶湖周航の歌」、「ふる

さとの四季」全曲など、混声ならではの繊細で迫力
のある歌声が披露されました。ゲスト出演には、今
津少年少女合唱団の踊りを交えた楽しい音楽。どれ
みふぁ倶楽部の皆さんによる力強い歌声が、コーロ・
いまづ結成 30 周年を祝いました。また、えれふぁ
んてぃ～な♪、アンサンブル今津、朽木太鼓、演劇
集団つばめの皆さんとの共演もあり、趣向を凝らし
た演出で観客を魅了していました。（秘書広報課）

youtube

youtube

４月 25 日（金）
に開催された全国
水防大会において、
全国水防管理団体
連合会による「平
成 26 年度水防功労者」の表彰があり、昨年９月
の台風 18 号における高島市消防団の水防活動が
高く評価され、団体表彰を受賞されました。
　この表彰は、洪水等に際し水害の予防・防止等
の作業に従事し、著しく功績があり、他の模範と
して認められる水防団体または個人を表彰し、そ
の功労に報いるとともに、水防に対する啓発を図
るもので、今回は全国で５団体と 34 人が表彰さ
れました。（土木課）

高島市消防団に水防功労者表彰！
台風 18 号における水防活動の功績認められ

松ノ木内湖の再生願い
こいのぼり１２０匹ゆらり

繊細かつ力強い歌声で魅了
祝 30 周年！ コーロ・いまづ
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このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

　教育委員会 information

子
ど
も
の
心
は
「
甘
え
と
自
立
」
を

繰
り
返
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す

子
ど
も
家
庭
相
談
課

　（
２
５
）８
５
１
７

　
子
ど
も
た
ち
は
、
十
分
安
心
感
を
も

ら
う
と
、
次
第
に
自
分
で
や
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
抱
き
、
そ
れ
が
意
欲
と

な
り
、
自
立
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　
自
立
の
世
界
は
自
由
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
同
時
に
不
安
な
世
界
で
も
あ
り
ま

　
「
甘
え
さ
す
」
と
い
う
の
は
、
子
ど

も
の
情
緒
的
な
欲
求
に
応
え
る
こ
と
で

す
。「
抱
っ
こ
し
て
」、「
話
聞
い
て
」

と
い
う
訴
え
や
、
子
ど
も
が
泣
い
た
時

な
ど
に
し
っ
か
り
対
応
す
る
こ
と
は
、

大
い
に
や
っ
て
い
い
こ
と
で
、
甘
や
か

し
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
お
も
ち
ゃ
や
お
菓
子
、
お
金
な
ど
子

ど
も
の
物
質
的
な
欲
求
に
そ
の
ま
ま
応

え
て
し
ま
う
こ
と
は
、「
甘
や
か
す
」

こ
と
に
な
り
、
き
ち
ん
と
制
限
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
と
、
６
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月
上

旬
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
送

付
し
ま
す
の
で
、６
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
子
育
て
支
援
課
、
ま
た
は

お
近
く
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
朽

木
は
支
所
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

　（
２
５
）８
１
３
６

　
新
し
い
家
族
の
誕
生
は
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
も
兄
弟
姉
妹
が
で
き
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
お
世
話

を
す
る
こ
と
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
て
の
気
持
ち
が
育
っ

て
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
を
独
占
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

「
お
母
さ
ん
、
抱
っ
こ
！
」「
こ
れ
や
っ
て
～
」
と
甘
え
て
く
る

姿
（
赤
ち
ゃ
ん
返
り
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
子
ど
も
の
甘
え
を

受
け
止
め
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育
て
、
周
囲
に
対

す
る
信
頼
感
を
育
て
る
う
え
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
返
り 

は

　
　成
長
の
第
一
歩
！

「
甘
え
さ
す
」
と

　「甘
や
か
す
」
の
違
い

「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
ご
提
出
く
だ
さ
い

６
月
30
日
ま
で
に

す
。
そ
の
不
安
が
大
き
く
な
る
と
、
子

ど
も
は
安
心
感
を
得
る
た
め
に
甘
え
る

行
動
を
と
り
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を

何
度
も
繰
り
返
し
な
が
ら
子
ど
も
は
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

「
甘
え
さ
す
」
と

高
島
の
志
の
教
育

平
成
26
年
度
高
島
市
教
育
行
政
基
本
方
針

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
高
い
志
を
も
ち
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
人
々
の
た
め
、
社
会
の
た

め
に
役
立
て
よ
う
と
行
動
す
る
ひ
と
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
度
、
教
育
行
政
基
本
方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
前
年
度
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
次
の
内

容
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

○
学
校
教
育
の
充
実

・
小
中
一
貫
教
育
の
本
格
実
施

・
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
向
上

・
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発

見
、
早
期
対
応
の
取
り
組
み

  

○
教
育
環
境
等
の
整
備

・
学
校
規
模
適
正
化
の
推
進

・
教
育
施
設
の
計
画
的
な
改
修

・
地
場
産
物
の
使
用
割
合
の
向
上

  

○
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の

推
進

 

○
文
化
財
の
継
承
・
活
用

・
文
化
財
の
適
正
な
保
存
と
活
用

・
文
化
的
景
観
の
保
全
と
地
域
の

活
性
化

  

○
青
少
年
教
育
の
推
進

・
自
然
体
験
活
動
や
文
化
体
験
活

動
の
推
進

・
地
域
あ
げ
て
子
ど
も
を
守
り
育

て
る
体
制
の
構
築

・
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者

や
そ
の
家
族
の
支
援

  

○
社
会
教
育
の
推
進

・
現
代
的
課
題
に
対
応
し
た
学
習

機
会
の
提
供

・
家
庭
教
育
や
地
域
の
子
育
て
支

援
の
促
進

・
学
社
連
携
・
融
合
の
推
進

○主な議案
・高島市就学指導委員会委員の委嘱等について
・高島市立学校結核対策委員会委員の委嘱等

について
・高島市立学校薬剤師の委嘱について
・高島市立学校歯科医の委嘱について
・高島市少年補導協力員の委嘱等について
・高島市少年センター運営委員会委員の委嘱

等について
・高島市学校給食運営委員会委員の委嘱等に

ついて
○協議・報告事項
・平成 26 年度高島市立学校学校評議員につ

いて
・平成 25 年度高島市立学校学校評価について
・高島市いじめ対策指針の一部改正について
・高島市就学援助費給付要綱の一部を改正す

る告示について
・高島市特別支援教育就学奨励費給付要綱の

一部を改正する告示について
・高島市文化財保存事業補助金交付要綱の一

部を改正する告示について
・名勝朽木池の沢庭園の保存活用について

　この度の改選によりまして教
育委員長に選任されました。よ
ろしくお願いいたします。
　少子高齢化、グローバル化や
高度の情報化の進展など社会・
経済の変化は教育環境に大きな影響を与えるとともに、新た
な課題も生じています。こうした中で教育委員会の役割は大
変重要であるといえます。
　市教育委員会では「高島の志の教育」の基本的な方向性に
基づき、誇りと自信をもって未来を生きることができる人づ
くりに取り組んでいます。
　今、高島では「全国学力・学習状況調査の結果から学力向
上に向けた取り組み」「学校規模の適正化に向けた小学校の
統合」「いじめの未然防止・通学路に対する安全対策」等学
校教育に関する課題が目前にあります。これらの諸課題の解
決は学校教育と社会教育がそれぞれの教育機能を充実させる
とともに、連携・融合を図り、市民の一人ひとりが生涯を通
じて主体的に学び、多くの人々がつながる生涯学習社会づく
りを進めることが将来を担う子どもたちの学びに結びつくと
考えます。その他青少年の健全育成、生涯スポーツの推進、
文化財の保存等々、教育委員会の果たすべき役割は数多くあ
ります。これら多くの課題に向けて努力いたす覚悟ですので
皆様方のご指導、ご協力をよろしくお願いいたします。

第４回定例会報告   ４月 23 日開催

高島市教育委員会委員長
　　　 城戸　重臣

教育委員長  就任の
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北部健康いきいき応援センター
（２２）５１０１･･･ 今津保健センター
（２２）０１9３･･･ 地域包括支援センター

南部健康いきいき応援センター
（３２）４４１３･･･ 安曇川保健センター
（３２）２５２０･･･ 地域包括支援センター

一
人
歩
き
の
方
へ
の
対
応
は
？

　
市
内
の
要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
認

知
症
の
症
状
が
あ
る
方
は
約
５
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
人
暮
ら
し
」
や
「
高
齢
者
世
帯
」

の
増
加
、｢

遠
距
離
介
護｣

の
増
加
、

「
介
護
を
代
わ
っ
て
も
ら
う
人
が
い
な

い
」
な
ど
介
護
状
況
は
厳
し
く
、ま
た
、

「
徘は
い
か
い徊

」「
閉
じ
こ
も
り
」「
地
域
と
の

交
流
の
機
会
の
減
少
」「
偏
見
に
よ
る

本
人
・
家
族
の
孤
立
」
と
い
っ
た
地
域

の
課
題
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

一
人
歩
き
（
徘
徊
）
に
よ
る
保
護
件
数

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、「
認
知
症
の

方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
事
が
困
難
と
な
る
」、「
命
に
か
か
わ

る
」
問
題
と
し
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
の
方
と
家
族
が
住

　
認
知
症
の
症
状
で
あ
る
一
人
歩
き
（
徘
徊
）
は
、
時
間
が

経
て
ば
経
つ
ほ
ど
、
自
宅
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
い
、
発
見

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
り
、
そ
の
間
に
事
故
等
に
巻
き

込
ま
れ
る
危
険
性
が
高
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
地
域
内
で
、「
何
か
不
安
そ
う
に
し
て
い
る
」
な
ど
、「
あ

れ
？
」
と
思
わ
れ
る
方
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
次
に
あ
げ
る

ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、「
ど
ち
ら
ま
で
お
出
か
け
で
す

か
？
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
話
が
あ
い
ま
い
で
、

名
前
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
認
知
症
の
方
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
対
応
に
困
る
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、
健
康

い
き
い
き
応
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

④
後
ろ
か
ら
声
を
か
け
な
い

⑤
相
手
に
目
線
を
合
わ
せ
て

　
や
さ
し
い
口
調
で

⑥
穏
や
か
に
、

　
は
っ
き
り
し
た
言
葉
で

⑦
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け

　
て
ゆ
っ
く
り
対
応
す
る

①
ま
ず
は
見
守
る

②
余
裕
を
も
っ
て
対
応
す
る

③
声
を
か
け
る
と
き
は
一
人
で

　
近
づ
き
す
ぎ
た
り
、
ジ
ロ

ジ
ロ
見
た
り
す
る
こ
と
は
禁

物
で
す
！

　
こ
ち
ら
の
焦
り
は
、
相
手

に
も
伝
わ
り
ま
す
。

　
複
数
で
取
り
囲
む
と
恐
怖

心
を
あ
お
り
や
す
い
で
す
。

　
一
定
の
距
離
で
、
相
手
の

視
野
に
入
っ
て
！

　
認
知
症
の
方
は
急せ

か
さ
れ

る
こ
と
が
苦
手
で
す
。

認
知
症
の
方
を
取
り
巻
く

現
状
と
課
題

一
人
歩
き
（
徘
徊
）
に

関
す
る
取
り
組
み

認
知
症
の
方
の
一
人
歩
き
（
徘
徊
）
を

協
働
で
支
援
し
ま
す
！

「認知症の方
の一人歩き

に関するネット
ワーク会

議・ワーキング
グループ

会議」のようす

認知症  みんなの笑顔で  支えよう！

具
体
的
な
対
応　

７
つ
の 

ポ
イ
ン
ト

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
人
歩
き（
徘
徊
）に
関
す
る
支
援
」

を
切
り
口
に
認
知
症
の
方
へ
の
支
援
全

般
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
と
し
て
、
平

成
24
年
度
か
ら
「
認
知
症
の
方
の
一
人

歩
き
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
・

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
の
一
人
歩
き
（
徘
徊
）

が
、
地
域
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
行

政
が
協
働
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

問
題
で
あ
る
事
を
み
ん
な
が
認
識
し
、

今
後
の
具
体
的
な
支
援
を
考
え
て
行
く

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３家族介護教室

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　高齢者を介護されている家族の方、過去
に介護経験のある方、介護に関心のある方。
皆さんで情報交換をしたり、介護の知識や
技術について学んでみませんか。

日　時　６月 25 日（水）11 時～ 15 時
場　所　今津保健センター
内　容　11 時～　情報交換
　　　　12 時～　昼食
　　　　13 時～ 15 時
　　　　　講演　「認知症の理解」
　　　　　講師　（株）きらめき介護塾
　　　　　　　　　渡辺　哲弘さん

申し込み・お問い合わせ
　６月 23 日（月）までに、各地域包括支
援センターまでお申し込みください。お弁
当（１，０００円程度）を注文される場合は、
併せてお申し込みください。
　午前または午後のみの参加も可能です。

　
今
年
度
は
、
話
し
合
っ
た
内
容
を
も

と
に
地
域
や
関
係
機
関
、
行
政
が
協
働

し
な
が
ら
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
き

ま
す
。

①
認
知
症
の
方
の
行
方
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
時
の
協
力
体
制
の
検
討

②
地
域
の
事
業
所
・
企
業
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施

③
認
知
症
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
作
成

④
認
知
症
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
各
所
属
か
ら
の
提
案　
な
ど

参加者の言葉
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さ
ら
に

高島市民病院　健診センター　 （36）8082

　血液中の甲状腺ホルモン、抗体を測定し甲状腺の
はたらきや異常を調べる検査です。（３，５００円）

甲状腺セット（ＴＳＨ・サイロイドテスト・マイクロゾームテスト）

　カルシウム不足で骨の量が減って、骨がもろくな
り骨折しやすくなる病気「骨粗しょう症」を調べる
検査です。特に更年期後、閉経後の女性は注意が必
要です。（予約制／ 20 歳～ 70 歳／３，８００円）

骨密度測定（骨粗しょう症検査）

○ＢＮＰ検査………………………………３，０００円
○ヘリコバクターピロリ抗体検査………２，４００円
○肝炎ウイルス検査 (HBs 抗原・HCV 抗体 ) …３，８００円
○乳がん検診………………………………６，０００円
○子宮頸がん検診…………………………３，６００円

その他オプション検査

　がん細胞が発生すると、血液や尿に増えてくる物
質があります。これを腫瘍マーカーといい、がんの
発見や治療効果を調べるのに役立ちます。
※良性疾患や体質等でも陽性になることがあるの
で、現状では診断の補助として利用されています。

腫瘍マーカー検査

○ＡＦＰ………………………………２，７００円
　（主に肝臓がん）
○ＣＡ１２５…………………………３，２００円
　（卵巣がん、子宮がん）
○ＰＳＡ………………………………３，０００円
　（前立腺がん）
○ＣＥＡ・ＣＡ 19-9（２項目）  …４，０００円
　（大腸がん、すい蔵がん、胆管がんなど）
※３項目申し込みの場合…４，６００円
　４項目申し込みの場合…６，０００円

★人間ドック・生活習慣病予防健診は助成対象となる場
合もあります。詳しくは各自治体、または保険組合等に
お問い合わせください。

　がん細胞が発生すると、血液や尿に増えてくる物　がん細胞が発生すると、血液や尿に増えてくる物　がん細胞が発生すると、血液や尿に増えてくる物
質があります。これを腫瘍マーカーといい、がんの
　がん細胞が発生すると、血液や尿に増えてくる物

人間ドック・生活習慣病予防健診に加え

詳しい検査が受けられます
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・ 健康推進課　 （２５）８０７８

日本脳炎の予防接種を受けましょう

　
平
成
24
年
度
の
市
の
胃
が
ん
検
診
で
は
、
受

診
し
た
方
の
中
で
90
％
以
上
の
方
が
「
異
常
な

し
」
の
判
定
で
し
た
が
、
実
際
に
が
ん
が
見

つ
か
っ
た
方
が
約
３
％
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
が
ん
検
診
の
目
的
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
る
救
命
効
果
で
す
。「
何
か
あ
っ
た
ら
病

院
に
行
く
」
で
は
、
早
期
発
見
が
で
き
ず

大
が
か
り
な
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
で
き
る
限
り
正
確
で
安
全
な
検
診
が
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
症
状
が
な
い

う
ち
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
各
保
健
セ

ン
タ
ー
で
予
約
受
付
中
で
す
。

　日本脳炎は、蚊によって運ばれるウイルスが原因の病気です。
多くの場合症状はでませんが、脳炎になると重症になり、２～４
割の方は亡くなってしまうと言われています。予防接種を受ける
ことで、免疫ができ、抵抗力をつけることができます。対象年齢
であれば、無料で接種できます。計画的に接種しましょう。

★日本脳炎の予防接種は、過去接種後に重い病気になった事例があったこと
をきっかけに、平成 17 年度から平成 21 年度までは予防接種の案内を積極
的に行いませんでした。その後、安全なワクチンが開発され、現在は通常通
り予防接種を受けられるようになっていますが、平成７年４月２日から平成
19 年４月１日までに生まれた方は、日本脳炎の予防接種を受ける機会を逃
している場合があります。この年代の方は特例対象者となり、４歳以上 20
歳未満までは無料で接種することができます。母子健康手帳などをご確認い
ただき、接種の回数が不足している場合は、接種をお受けください。詳しく
は健康推進課までお問い合わせください。

●  日本脳炎の予防接種対象者

▼
対
象　
40
歳
以
上
の
市
民

▼
検
診
を
控
え
て
い
た
だ
く
方

・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能

性
の
あ
る
方

・
バ
リ
ウ
ム
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
が
あ
る
、
体
調
不
良
を
起

こ
し
た
こ
と
が
あ
る
方

・
消
化
管
が
狭
く
な
っ
て
い
る

方
や
つ
ま
り
の
あ
る
方

・
胃
の
全
部
摘
出
手
術
ま
た
は

部
分
切
除
術
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
方

・過
去
の
検
診
で
誤ご

嚥え
ん
し
た（
む

せ
た
）
こ
と
が
あ
る
方

・
自
力
で
体
の
向
き
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
方

・
心
臓
病
、
腎
臓
病
で
水
分
制

限
を
し
て
い
る
方

・
胃
腸
の
症
状
が
あ
る
方

・
便
秘
（
週
に
１
回
程
度
）
の

方
・
過
去
の
検
診
で
極
度
の
便
秘

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

　歯、口からのＳＯＳを
見逃さないよう、歯科検
診・歯周疾患検診を受け
ましょう。

●  対象　20 ～ 70 歳の市民
　　　　　（女性）

　いずれも子宮頸がん・
乳がん検診も実施してい
ます。
　詳しくは、会場の保健
センターへお問い合わせ
ください。

　今津保健センター
　 （２２）５１０１

６月２日 月 

　安曇川保健センター
　 （３２）４４１３

７月 23 日 水 

　新旭保健センター
　 （２５）８１１０

10 月４日 土 

歯と 口の 健康週間

日程決定！
骨粗しょう症検診

６月４日～ 10 日

回数 対象年齢 標準的な接種期間

日本脳炎
１期

２ 初回
生後６か月以上
７歳半未満

３歳以上４歳未満

１ 追加
４歳以上５歳未満

（初回終了後、おおむね
１年おく）

日本脳炎
２期 １ ９歳以上 13 歳未満 ９歳以上 10 歳未満

胃
が
ん
検
診 

受
け
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？ を

急
増
！

前払いによる
ネット通販のトラブル

　 生活相談課　 （25）8125

アドバイス
○ 前払いのリスクの大きさをよく

認識した上で、契約するべき
かどうかを考えましょう。

○ 個人名義のみの口座に振り込んだケースに
トラブルが多いので、個人名義の銀行口
座へは前払いをしないようにしましょう。
振込先の口座名義人が「外国人名」の場合も
多いようです。

○ ネット上に、確実に連絡のとれる電話番号
や住所の表記があるかを確認し、表記に不
備のあるサイトとは取引をしないよう
にしましょう。

　インターネットで申し込みをす
る通信販売で、前払いをした場合
のトラブルが増えています。

個人名義の銀行口座への前払いはしない !

１．お金を払ったのに商品が届かない。
２．注文した商品とまったく違うニセモノが届

いた。
３．「クレジットカード利用可」と表記があっ

たが、結局は銀行振込で前払いする方法に
誘導された。

４．通販サイトに連絡先の電話番号の表記がな
いため連絡がとれない。

５．通販サイトそのものが有名サイトをコピー
したニセサイトだった。

トラブル事例

問 題 点
▼ 「前払い」はトラブルになったときの金銭的

な救済が難しいものです。
▼ 電子メールしか連絡手段がないと、業者か

ら返信がなければ交渉することができませ
ん。

▼ もともと業者に商品を送るつもりがなけれ
ば、どんな商品でも写真さえあれば注文を
受けることができるため、より多くの人が
ターゲットになってしまいます。

　インターネットで申し込みをす
る通信販売で、前払いをした場合

○ 第１号被保険者
【対象】自営業や農業・漁業の方とその配偶

者、20 歳以上の学生、フリーター
の方等

【窓口】市役所保険年金課または各支所
○ 第２号被保険者

【対象】会社や官公庁にお勤めの方（厚生年
金や共済組合に加入している方）

【窓口】会社や官公庁
○ 第３号被保険者

【対象】国民年金の第２号被保険者に扶養さ
れている配偶者の方

【窓口】配偶者の勤務先

　
○ 第１号被保険者となるケース

　第２号被保険者が退職されると第１号被
保険者（第３号被保険者になる場合は除く。）
となります。また、その方に扶養されてい
た第３号被保険者がいる場合、その方も第
１号被保険者になります。

○ 第２号被保険者になるケース
　第１号被保険者または第３号被保険者が
就職して厚生年金等に加入すると第２号被
保険者になります。

○ 第３号被保険者になるケース
　会社等を退職して厚生年金等に加入され
ている方の被扶養配偶者になる方などが第
３号被保険者になります。

国民年金の加入種別

国民
年金

種別変更となるケース

　　大津年金事務所　国民年金課
　　 077（521）1789

　 保険年金課
　　 （25）8137

　国民年金制度では、国内に居住する 20 歳か
ら 60 歳までのすべての方に、加入が義務付け
られています。国民年金の加入種別は、次の３
種類に分かれており、届出は加入時だけでなく、
種別が変わったときにも必要です。
　種別変更の届出を忘れると、年金が受け取れ
ないこともあります。手続きは、年金手帳を添
えて、その都度忘れずに行いましょう。

種別変更にも
　届出が必要です
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みんなで
みんなでつくるみんなのページ すてきな作品をお待ちしています！
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仁
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岡
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ホームページ
■7 月掲載分締切　６月 10 日（火）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
 ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■ 8 月号締切　6 月 25 日（水）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添えて投稿してください。（市民対象）
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市秘書広報課あて
　　　　　　メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　６月 25 日（水）必着（掲載は８月号）
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
3 件
1 件
1 件

10 件
件　数

14 件
22 件

120 件
29 件

件　数
2 件
3 件
0 件
5 件

累計（1 月～）
7 件
2 件
1 件

13 件
累計（1 月～）

68 件
137 件
466 件
78 件

累計（1 月～）
5 件
7 件
0 件
7 件

件　数
　５７件
　　２人
　７２人

件　数
　　３件
　１７件
　　１件
　１６件
　　８件
　１２件

４月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）
０．０６６μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）
０．０５８μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）
０．０７４μ Sv/h
安曇川（安曇川支所裏駐車場）
０．０３６μ Sv/h
高　島（高島支所裏駐車場）
０．０５１μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）
０．０７０μ Sv/h

前年比
＋ 1 件
＋ 1 人
－ 5 人

（平成 26 年４月末現在） （平成 26 年４月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
も
全
国
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
高
島
市
に

お
い
て
も
昨
年
の
台
風
18
号
に
よ
る
浸
水
被

害
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
近
年
の
大
雨
の
特
徴
と
し
て
、
短
時
間
に

お
け
る
「
局
地
的
大
雨
」
が
急
激
な
浸
水
や

濁
流
を
引
き
起
こ
し
、
思
い
も
よ
ら
な
い
大

き
な
被
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
特
に
、
梅
雨・台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

予
想
し
が
た
い
気
象
状
況
等
に
備
え
て
、
常

時
か
ら
地
域
に
応
じ
た
防
災
対
策
を
講
じ
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
雨
や
台
風
の
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、

・
河
川
の
氾は

ん
ら
ん濫
や
堤
防
の
決
壊
な
ど
の
お
そ

れ
の
あ
る
場
所
、
山
崩
れ
な
ど
の
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
な
ど
を
危
険
個
所

と
し
て
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
事
前
に
検
討
し

て
お
く

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
な
ど
で
気
象
情
報
を
確
実
に
入

手
す
る

な
ど
を
普
段
か
ら
心
が
け
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
確
実
に
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
い
ま
す
。

　
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に
積
極
的
に

参
加
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
、
自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
に
行

動
す
べ
き
か
を
考
え
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
相
互
の
助
け
合
い
を
大
切
に
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

風
水
害
に
備
え
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

高
島
警
察
署
　（
２
２)

０
１
１
０

・
防
災
関
係
機
関
か
ら
出
さ
れ
る
注
意
事
項

や
避
難
な
ど
の
指
示
に
従
う

・
危
険
だ
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る

・
懐
中
電
灯
、
着
替
え
、
保
存
食
品
な
ど
を

準
備
し
て
お
く

・
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
く

防
災
意
識
を
高
め
る

～
梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
～

242014. ６月号

●一人あたりの自然放射線量 ( 日本）
　０．１７１μＳｖ／ｈ　※世界平均０．２７μＳｖ／ｈ
　年間平均値から８，７６０（24 時間×３６５日）
　で割り戻した値です。


